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抄録 
件名標目は主題による情報検索の主要なツールの一つである。件名標目を探すために

可視化システムが公開されている。著者らは，概念体系の視覚化システムを研究開発

してきた。本研究では，質問紙調査によりアイコンの形状，配置，リンクの色，形状

に関する適切な可視化デザインを検討した。調査結果に基づき新システムを試作し，

BSH，NDLSH，LCSH の可視化を行った。  
 

 
1.はじめに 

  件名標目は主題による情報検索の主要なツー

ルの一つである。件名標目を探すために，一覧

表示だけでなく、ビジュアルに表示するシステ

ムが公開されている。代表的なものとして

NDLSH グラフィカル表示 1)や LCSH Visual-
ization2)がある。著者らは，概念体系の視覚化

システムSubject World3)等を試作し，概念体系

の表示方法について検討してきた 4)。 
  先行研究 4)では，ノードとリンクの形状につ

いて検討したが被調査者数が少なく，ノードの

配置とリンクの色については未検討であった。

そこで，本研究では，調査項目を改変及び追加

し，BSH4 を題材として可視化デザインを検討

した。調査結果に基づき再設計を行い，新シス

テムを試作した。 
 
2.調査1 

2.1 方法 
被調査者は大学の共通教育「情報基礎」受講

者 38 名（男性 25 名，女性 13 名，平均 19 歳）

である。 
一つの「文」と複数の「表示」の組を見せて，

文に対して最も良いと思う表示を一つ選択させ

た。同じ意味で表記の違う文を持つ 2 種類の質

問紙(a)(b)を用いた。図 1 に質問紙(a)の例を示

す。『「補償」の上位語は「行政法」である。』と

いう「文」に対して，実線，双方向矢印，下方

向の矢印，上方向の矢印の 4 つの「表示」の選

択肢がある。質問紙(b)の文は『「行政法」は「補

償」の上位語である。』であり，表示の選択肢は

同じである。 
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「補償」の上位語は「行政法」である。
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答え

上位語 上位語 上位語

 
図1 調査1の質問紙(a)の問4 

 
 問は全部で 11 問ある。以下に質問紙(a)にお

ける問の一覧を示す。 
問 1 と問 2：「国家補償」の代わりに「補償」を

検索に使え。 
問 3：「補償」の最上位語は「行政法」である。 
問 4：「補償」の上位語は「行政法」である。 
問 5：「行政法」の下位語は「補償」である。 
問 6：「補償」の関連語は「土地収用」である。

また，「土地収用」の関連語は「補償」である。 
問 7 と問 8：「補償」を検索語として OPAC を

検索し，検索された図書のアイコンは（本のア

イコンの図）である。 
問 9：「災害補償」の上位語は「補償」である。

また，「補償」の下位語は「災害補償」である。 
問 10：「行政法」は最上位語である。 
問 11：「労災保険」は最下位語である。 
件名標目には最下位語という概念はないが，

これ以上下位語がないことがわかれば便利であ

るため調査に含めている。 
 



 
 

2.2 結果と考察 
質問紙(a)と(b)を合計した結果を表 1 に示す。

最大値の答を太字で，過半数の答を下線で示し

ている（以下同じ）。 

問 11（最下位語アイコン）以外は被調査者が

最も良いと思う選択肢が過半数で共通していた。

最下位語アイコン以外は選択肢の中からデザイ

ンを選択できた。 

表1 調査1の結果 

  1 2 3 4 
問 1 参照語 4 1 10 23
問 2 参照語 3 3 23 9
問 3 最上位語 3 1 6 28
問 4 上位語 3 3 3 29
問 5 下位語 5 1 30 2
問 6 関連語 12 24 1 1
問 7 図書 3 2 31 2
問 8 図書 4 1 4 29
問 9 上位語と下位

語 

2 4 9 23

問 10 最上位語アイ

コン 

2 26 6 3

問 11 最下位語アイ

コン 

14 3 8 12

 
3.調査2 

3.1 方法 
被調査者は大学の共通教育「情報基礎」受講

者 22 名（男性 15 名，女性 7 名，平均 19 歳）

である。調査 1 とは逆に，一つの「表示」と複

数の「文」の組を提示し，表示に対して最も良

い文を選択肢の中から一つ選ばせた。図 2 に問

2 の例を示す。 
 

使え

1. 「国家補償」の代わりに「補償」を検索に使え。

2. 「補償」の代わりに「国家補償」を検索に使え。
答え

国家補償 補償

 
図2 調査2の問2 

  
問は全部で 12 問あり，紙面の都合で省略す

る。原則として問1-11の項目は調査1と対応し，

問 12 は調査 1 の結果を見てつけ加えたもので

ある。 
 
3.2 結果と考察 
 結果を表 2 に示す。 

問 10-12 以外は，ユーザが最も良いと思う選

択肢が過半数で共通していた。最上位語及び最

下位語アイコン以外については，選択肢の中か

ら意味を選択できた。 

 

表2 調査2の結果 

  1 2 3 4 
問 1 参照語 17 5  
問 2 参照語 14 8  
問 3 最上位語 20 2  
問 4 上位語 21 1  
問 5 下位語 22 0  
問 6 関連語 1 4 17 
問 7 図書 13 9  
問 8 図書 13 9  
問 9 上位語と下位

語 
8 14  

問 10 最上位語アイ

コン 
9 0 9 1

問 11 最下位語アイ

コン 
3 8 6 5

問 12 最上位語アイ

コン（新設） 
9 0 7 6

 
4.調査3 

4.1 方法 
被調査者は大学の共通教育「情報基礎」受講

者 82 名（男性 39 名，女性 43 名，平均 19 歳）

である。主として色と配置に関する調査である。 
  言い回しや選択肢の順序を変えた2種類の質

問紙(a)(b)を用いた。問は全部で 4 問である。質

問紙(a)の問 1-4 をそれぞれ図 3-6 に示す。 
 
4.2 結果と考察 
質問紙(a)と(b)を合計した結果を表 3 に示す。 
参照語が左，関連語が右という回答が多かっ

た。上位語と最上位語が同じ場合，語の表示は

一つで，関連に「最上位語（上位語）」と示され

る選択が過半数であった。リンクの色について



 
 

は，上位語が赤（過半数），下位語が青，関連語

が緑が多かった。参照語は意見がわかれたが，

緑，赤，黄，紫，青緑，青の順番であった。 
 配置は語を四角に並べるものが過半数であっ

た。 
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問1   「国家補償」と「土地収用」を最も良いと思う点線の枠の中に記入して下さい。
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図3 調査3の質問紙(a)の問1 

上位語

問2   「行政法」は、「補償」の上位語であると同時に、最上位語でもあります。
以下のどれが最も良いと思いますか。一つだけ選択してください。

最上位語

(1)  (2) 

答え

最上位語（上位語）

(3) 

最上位語（上位語）

(4) 

補償 補償 補償 補償

災害補償 災害補償 災害補償 災害補償

下位語 下位語 下位語 下位語

行政法行政法 行政法 行政法 行政法

上位語

 
図4 調査3の質問紙(a)の問2 

問1で記入した、「国家補償」（使え）と「土地収用」（関連語）について、再度点

線の枠内に記入し、最も良いと思う矢印の色を選択して番号を○内に記入
してください。「行政法」と「災害補償」についても色を選択して○内に番号
を記入してください。
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図5 調査3の質問紙(a)の問3 

 

A
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(1) 

A
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C2
C3C1

(2) 

D2 E2 D2 E2

D1

D3 E3

E2

D3

D1

E3

E1

B1 B3 B1 B3

問4 上下左右の配置について、良いと思う方を選択してください。
Aの上位語としてB1、B2、B3、下位語としてC1、C2、C3、
左にD1、D2、D3、右にE1、E2、E3があるとします。

 
図6 調査3の質問紙(a)の問4 

 
表3 調査3の結果 

  1 2 3 4 5 6 
問1 参照語 14 20 16 5 11 13

関連語 2 19 5 3 33 18
問2 最上位

語 
9 14 14 44  

問3 上位語 48 2 5 4 1 2
下位語 10 4 36 2 5 6
参照語 15 19 9 14 13 9
関連語 8 33 6 18 4 9

問4 配置 52 29    
 
5.デザイン 

調査結果より以下のように設計した（図 7）。 
(1) 上位語は上方に配置する。関連は上位語に

向けた赤色の矢印を用いて「上位語」と記述す

る。ただし，上位語が最上位語でもある場合に

は「最上位語（上位語）」と記述する。 
(2) 下位語は下方に配置する。関連は下位語に

向けた青色の矢印を用いて「下位語」と記述す

る。 
(3) 関連語は右方に配置する。関連は緑色の双

方向の矢印を用いて「関連語」と記述する。 
(4) 参照語は左方に配置する。関連は用語に向

けた黄色の矢印を用いて「使え」と記述する。 
(5) 最上位語のアイコンは枠を二重線とする。 
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図7 デザイン 

6.試作 

デザインに基づき，プロトタイプシステムを

実装した。システムは以下の機能を持つ。 
(1) キーワード検索機能 
キーワードを入力して件名標目の種類（BSH，

NDLSH，LCSH）を選択して検索する。 
(2) 選択検索機能 
概念を選択して件名標目の種類（BSH，

NDLSH，LCSH）を選択して検索する。 
(3) 表示機能 
ばねモデルを用いた表示，ユーザのオブジェ

クト操作による移動に加えて，角と丸型の整列

機能を持つ。拡大縮小機能も備えている。 
以下ではシステムの画面例を説明する。図 8

は「補償」から BSH 検索後に「災害補償」か

ら BSH 検索して円レイアウトを選択した例で

ある。図 9 は「情報検索」からNDLSH 検索（参

照語は非表示）後に角レイアウトを選択した例

である。 
 
7.関連研究と議論 

先行研究 4)との主な違いは，調査の種類と被

調査者数である。特に，最上位語と上位語が同

じ場合の関連の表記，参照語と関連語の配置，

関連の色と形状について調査に基づき設計した。 
Subject World3)との主な違いは，デザイン，

扱う概念体系，機能に大別されるが，前 2 つに

ついて述べる。関連の意味をUSE/UF, TT, BT, 
NT, RT からそれぞれ，使え，最上位語，上位

語，下位語，関連語に変更した。上位語が最上

位語でもあるときに最上位語（上位語）とした。

最下位語のアイコン形状を最下位でない語と同

じにした。リンクの色を参照語は黄，上位語は

赤，下位語は青，関連語は緑色とした。概念体

系については，先行研究では BSH と NDC を

扱っていたが，本研究ではBSH とNDLSH と

LCSH とした。 
 本研究の成果は，件名標目だけでなく分類標

目や他の種類の概念の可視化に適用可能である。 

 
図8 BSH検索と円レイアウト 

 
図9 NDLSH検索と角レイアウト 
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